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動作 ・状態を表 わすいい方
森 田 良 行
i.動 作 ・状態を表わす語
ふつ う動作表現や状態表現にかかわる語 としては,前 者 に動詞,後 者 に
形 容詞 および形容動詞があ ると考 え られ ている。事実,中 高生用 の文 法教
科 書に も・「動詞 は主 として事物の動作 ・作用 ・存在 を表 わす」 とあ り,形
春詞や形容動詞の項にはゴ 「主と して事物の性質 ・状 態 を表 わすの に 用 い目
られ る」 と記 されてい るのが一般 のよ うである。 この ことか らた だちに,
日本語 においては動作表現は動詞が受 け持 ち,状 態表現は形容詞や形容動
詞 が受 け持つのだ と考え るのは危険 である、 とい うのは,動 詞 の中に も状
態 を表わす語があんがい と多 くあ り,ま た,補 助動詞の助 けをか りて状 態
を表 わす様式 もあ るか らな のであるσ た とえば,金 困一春彦 氏の,「一て
い る」表現 をもとに した動詞分類表 にも,動 詞の 中に状態 を表わす ものが
か な りあ ることをは っき り示 してい る。
「一ている」表現 をもとに した動詞 の分類(金 田一春彦氏に よる〉
L状 態動詞__あ る,い る,で きる,泳 げ る,赤 す ぎ る,等
2,継 続動作動詞__読 む,書 く,歩 く,走 る,降 る,考 え る,燃 え る,
等
3・瞬問的動作動詞 ……始まる,終 わ る,死 ぬ,結 婚す る,点 く,決 ま
る,見 つか る,等
4,状 態を帯 ぴる意畦の動詞__似 る,そ びえる,才 気走 る,す ぐれ る,
(高い鼻)をす る,坊 ち ゃん坊 ちゃんす る,等
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1の状態動詞 は 「一てい る」の形 をもたない動詞で,可 能動詞 もこの う
ちに含まれ る。2の 継 続動作動詞は 「一てい る」の形 をもち,動 作の進 行
中を表わす もの。3の 瞬問的動作動詞 も 「～てい る」の形 をもつ が,動 作
の完了後 を表わす もの。4の状態 を帯ぴ る意味 の動詞はいつ も 「～ている」.
の形で使 われ,あ る状態 にある ことを表 わす ものである。
さて,金 田一氏 の分類表か らもわかる ように,動 詞には動詞 な りの状態
表現がある。 そ こで,こ のよ うな動詞に よる状態表現 と形容詞 によって示
される もの との違 いは どこにあ るのか,とい う点が当然問題 になると思 う。
2・形容詞と動詞一 諸家の説
形容詞と動詞との表現機構上の相違点については・すでに多 くの文法学
者がさまざまの意見を出している6形容詞は,事 物の性質 ・状態の静止的
観念を表わ し,超時間的に心内に描 く(山田孝雄),常在的属性をしめす(橋
本進吉),実体の属性の中で固定 して変化 しない(三上章)など。いっぽ う動
詞は,事 物の性質状態の推移的発作的な観念(山田),時間的に変化する属
性 をある時に有する(橋本)・実体の属性の中で運動・発展・変化する(三上〉・
な どと説かれる。これ らはいずれも対象となる事物の属性の静動を問題 と
し,その違いを品詞性の問題へと結ぴつけたものである。しかし,言語表
現 とは誰か(話し手)が誰か(聞き手)に何か(素材)を言表する行為であるか
ら,文法上の問題も素材の面だけに限定 して考えるべきではなく,話し手・
聞き手 との関係においてとらえるべきなのである。
3.感情形容詞
形容詞は・言語主体者(話し手 ・聞き手の総称)の対象に対する主観的は
あくないし認知の言表である。これは感情形容詞に最もよく表われる。た
とえば 「うれしい!」と言 うとき,そ れは うれしさを客観的に 叙述したの
ではなく,対象に対 して話 し手 自身の直接感情を志向ない し吐露 したもの
である。たとい 「あしたはうれ しい。」のように,一 見 「うれしい」の主部
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が 「あ したは」の ようであっても,それ は うれ しさを起 こす 対象(これ を対
象語 とい う〉で しかな く,「私はあしたは うれ しい。/あなたはあ したは うれ
しい}」のよ うに必 ず言語主体者 「私/あ なた」が想定 できる。
(私は)あ た しは うれ しい。
主 語 対 鼠 語 述 語
「腹が痛い」も 「私は腹が痛い」であって,情 意の主体者である主語 「～
は」目が想定 される。これを対象語の 「～が」 と混同するむきもあるが・厳
重に区別すべきである。「それが悲 しい。1背中がかゆい。!麺 欲 しい。」等
いずれも対象語であ 弘 別に情意の主体 「一は」が予想され うる。このよ
うに,感情形容詞は,言語主体者が情意の主体者で同時に主語とな り,感
情の志向 ・吐露とい う情意的表現をなす。
4・一般形容詞
い っぽ う 「大 きい」 の よ うな一般形容詞は ど うか とい うに,こ れは 「地
球 は大 きい。」の よ うに 「大きい」とい う属性 の所有者 が主語 とな り,「私 は
地球 は大 きい。」 とは言いえない。しか し.「(私は)地球は大きい(と思 う)。」
のよ うに,そ の属性に対す る認知者 「～は」が必ず背後 に予想 され る。 こ
の認知者 は言語主体者 であ って,「地球は大 きい よ!/地球は大きいね1/地
球 は大 きいかP」の ぷ うに,属 性に対す る主観的認知 ない し判断 を行な う。
これ が3人 称 「彼は」のばあいには,「彼は地球は大 きい と思 ってい る。」の
よ うな動詞 を使 った客観的表現 しかな しえない。 つま り・話 し手 の直接 的
感 情 を示 さぬ と一般 に考 え られてい る一般形容詞 も,言 語主体の対象に対
す る主観 的はあ くとい う点 では,感 情形容詞 となん ら異な るところはない
ので ある。
5.感情形容詞と一般形容詞ゐ区別
そこで,こ の両者の区別をたてるとすれば,そ れは表現機構の上からで
はなく,,文法現象の上からということになる。
感情形容詞は感情の主体者を想定することができ,その主体者は話 し手
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自身か聞 き手 であ る。 ところが,こ の感 清形容詞 に接尾語 の 「川がる』 を
付けると第3者 の感情 に転 じて しま う。(*実際は 「が ってい る」 の形 で用
.いる。)
私 は うれ しい。→ 彼 は うれ しがる。
あなたは悲 しいか⊇→ 彼 は悲 しが る。
この ように 「～がる」 を付 けて動詞化 し,他 者主体に転用で きるのは感
情形容詞 に限 られ る。一般形容詞 には この用法がない。「私 は大 きい。」 と
は言 えて も,「彼 は大 きが る。」 とは言え ない。一般形容詞のばあい,主 語
は属性 の所有者 であって,情 意 の主体者ではないか らであ る。
「一が る」の付加の可否 が感 情形容かいなかを知 るめやす とはなって も・
この識別 法が絶対的な もの と信 じては な らない。 「強い一 強がる/新 し
い一 新 しが る」 のよ うな 「ふ りをす る」の意を添 え る も の や 「か わい
い一 か わいが る」の よ うな例外 もあることを 知 ってお く必要が あ ろ う。
感情形容詞 には 「お も しろい,痛 い,暑 い,寒い」のよ うな ク活用 のものも
あるが,多 くは 「うれ しい,悲 しい,な つか しい,苦 しい,寂 しい」 のよ
うなシク活用の形容詞であ る。 しか し,シ ク活用で も 「くわ しい,や さ し
い」 は感情形容詞では ない.目「彼 は くわ しが る」とか 「や さしが る」とい う目
言い方の存在 しない点に注意 したい。
6.状 態 動 詞
動詞の うち,状 態の意味を帯びる動詞を 「状態動詞」と呼ぶ。 これは,
たとえぱ 「泳げる」や 「見える」などで,対象ならびに対象をとりま く諸
条件において変化 ・発展 した結果生じた属性に対する話 し手の客観的判断
で,変 化 その ものの判断ではない。(そのため動作性に付 く 「れる!られ
る』の付加を許 さない,)このよ うに変化の結果定着 した属性ゆえ,そ れは
多く自発的な状態を表わす。「星が見える。」は,見 えないばあいを前提と
して,今 は行為主体の意志いかんにかかわらず見える状態だとい う自発的
状態の客観的判断である。
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状態動詞 は,ふ つ うその属性の所有者 自体が主語 とな って現われ る。「ネ
クタイが若 す ぎる。」で,若 す ぎる状態の所有者は主語 ネ ク タ イ で あ る。
「私 は泳げ る。」 の 「私」 は判断の主体であ って も,や は り属性の所有者で
ある ことにかかわ りない。 「小歌が歌 え る。」では一見 「小歌が」 を主語 と
と りがちであるが,こ れは対象語で,「歌 える」 とい う属性 の所有者 は,隠
された私 であ り彼 である。ただ 「私は小歌が歌 える。」 では,属 性の所有者
が判断 の主体者 と重 なってい るにす ぎない。 これが第3者 のばあいは,
彼 は小歌が歌 える(と私は思 う。)
属性の所育者 判断の主体
の よ うに,判 断の主体が表現の裏 にか くされて しま うのだか ら,私 のばあ
い も 「私は小歌が歌え る(と私は思 う)、」の ように解釈 できな い こ と も な
いo
「星が見 える。」 において,「私は星が見え る,」のよ うに 「～は」 をもつ
文では,`私の視力が よい,ない しは視力 の回復 によって見 る能力 を有 して
い る'の 意味に とれ,「 見 える」属性の所有者は私 とな る。 い っぽ う 「～
は」 を予想 しない文型 のばあい,そ れは天候や空気状態の好転 によってお
のず と 星の見 え る 状葱がか もし出 されて 「星 が見 えるよI」と発話 した も
の と解釈 され,「見 える」属性の所有者は星 と考え られ る。この ように文型
の とり方 しだい で2様 の解釈の成 り立つ例は,他 に も 「私は食 事の した く
が できる。」 「食 事の した くができるまで…」 な どが あ り,注 意を要す る。
7.一 般 動 詞
一般 動詞 は対 象 自体の属性 の中でお こる変化 に対 して の判断であ る,こ
れ には 「腐 る,染 まる」 のよ うな変化や,「お となに塗亙 」 のよ うな発展,
「走 る,歩 く」の よ うな運動,「響 く」 の ような作用等,種 々考 えられ るが,
それは対象内 にお ける変化の性質 の問題 であ って,話 し手 の判断 自体 に違
いがあるわ けでは ないP
一般 動詞 は,変 化す る属性 の所有者が主語 となる。「雨が降 る。」におい
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て,「降 る」属性 の所有者 は主語 「雨」である。 「腹 がす く。」の よ うな文で
は,「私は腹がす く。」の よ うに判断の主体が文面 に現 われるが,「す く」と
い う変化す る属性の所有者はやは り腹であ り,「腹」 は主語 である。 これ
は 次 の 例 と比較すれば一 目瞭然だろ う.「(私は)腹がひ もじい。」 形容詞
「ひ もじい」 の情 意の主体 は腹ではない.私 である。 「私」が主語で,「腹」
は対象語 である。
一 般動詞は動作性 を対象 とす る ところか ら,受 身 ・自発 ・尊敬 ・可能の
表現 も可能 とな る、 いま 「わかる一 理解す る」 を例 にそ の差 を考えてみ
よ う。「わかる」は 「日本 文化がわか る。」の よ うに自動詞で状態動詞,「理
解す る」は他 動の一般動詞 である。一般動詞 ゆえr理 解 され る」.とも言い
得るが,「わか る」には 「わか られ る」 とい う言 い方 がない。 また,「理解
す ることができる」 とは言 えるが,「わかる」 は状態 動詞 ゆえ,「わか るこ
とがで きる」 と可 能に言 うこ ともで きないoで ある。
8.形 容詞 と動詞の相違点(そ の1)
動詞における属性の変化の進幅がしだいに減って0に なったとき,それ
が形容詞だとい う説がある。 しかし,この考えは,形 容詞と動詞との区別
を対象自体の聞題のみに限定 し,言語主体の立揚を除外している.とい う点
で,そ のまま受け入れるわけにはいかない。進幅0は む しろ状態動詞とと
るべきで,形容詞 と動詞 との聞には表現機構上,根本的な相違が見られる。
形容詞は,対 象に対する話し手の主観的な認知・判断による言表である。
動詞は,対象たる素材の変化する属性に対 して客観的に判断した叙述 ・描
写である(右図参照〉。 動詞に表わされた動きは,対 象自体の中における変
化 ・作用ゆえ,こ れは話 し手の外側のことであ り,客観的はあ くしかでき
ない。その意味で,動詞に表わされた意味は計器類ではかることができる
が,形 容詞のばあいは計器でははかれない。これは個人の主観であり,相
対的判断であって絶対的ではない。話 し手の経験や比較の対象・標準のと
り方等により判断に差異を生ずる。対象の属性に対する話 し手の主観的認
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形容詞と動言司の表現機構
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知 ゆえ恣意的である ともいえ る。
A氏 が 「いい」 と感 じたものをB氏 は
「悪い」と考 え,C氏 は 「ふ つ うだ`と 判断
す るな ど日常 よ くあるこ とで,こ の くい ち
がいは対象 自体 の相違 による の で は な く
て,各 自の主観の相違 とい うこ とになろ う。
「地球 は 大きいなあ。」「いや 太陽に くらべ
た ら■1、さレ・よ。」 とカ>,
A氏 「安いね。」B氏 「いや,あ ま り安
くない ね。 もっ と安v・ところがあるよ。」
とい った会話,ま た,「暑 い1暖 かい/涼 し
い/寒 い」や 「熱 い/暖 かい1ぬ るい!冷
たい」 といった一連 の形容詞 にお ける具体的温度の判定のむ ず か し さ な
ど,い ずれ も個人 の主観的判断や相対的判断 によるた めで ある。
同 じ熱 い コー ヒーを さして 「熱 いお飲 み物」 と言 った り 「暖 かいお飲 み
物」 と言 った りす る。 「寒い北風が吹いてま した。`とも 「冷 たい北風が 吹
いてま した。ば とも言 える。同一対象であ りなが ら,これ を 「熱 い」 と言 う
か 「暖 かい」 と言 うか,「寒 い」 と感ず るか 「冷たい」 と感ず るか,こ れ は
個 人の主観 であって,そ れぞれの形容詞に絶対的な標準温度があ るわけで
はない。 「冷たい北風/寒 い北風」 とは言 えても,「熱い南風」 とか 「暑い
南風」 とい う言 い方はない。 「暖かい南風」 と言 う。 「冷たい」 は 「熱い」
に,「寒 い」 は 「暑 い」 に対応す るもの であ るとい うのは 観念 的には言 え
ても,実 際の言語生活 においてはかな らず しも言 えない。対 象 とす る事物
によ り,言 表す る個人 の主観 によ り,そ の使い方は違 って くる。教育の現
揚 において,「寒 いの反対語は暑い」 と単純 に教 えこむ と,「先生,,きょう
は暑 い風 が吹 いてます ねえ。」 と言 った りす るよ うになる。
形容詞 にお ける語 の対応 が主観的であ るのに くらべ ると,本 来客観的な
し
判断である動詞には,対 象による捷い分けや,話 し手による恣意性が比較
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的少 ない。 「上 る」 に灯す る 「下るJや,「 、ヒが る一下が る/浮 く一沈 む1
動 く一止 ま る」等,個 人 の主観 を超越す る。感覚 ・感情ではな くて判 断で
あ る。
9・形容詞と動詞の相違点(そ の2)
形容詞は対象に対する感情の吐露ない し主観的認知ゆえ,本来時問的観
念の上に立っていない。ただ,せ つな的に話 し手の感情ないし判断を示す
にすぎない。たとい寒い状態が継続 していたにしても,「寒い!」とい う表
現自体は話し手の瞬間的感情の言表で,時問の広が りや幅を も ってい な
い。それに対し,対象自体における属性の変化を客観的にとらえ叙述する
動詞にあっては,静 から動 ・動から静への,否 から肯 ・肯から否への移 り
変わ りに対する動きの判断が示される。判断自体は本来時間性をもたない
が,判 断の内容は持続状態の1場 面ないしは変換 として時問的広が9が 認
められる。形容詞 「かゆい」に対して動詞 「むずむずする」,「痛い」に対
して 「しこしこする1一ずきずきする」,「うれ しい」に対 して 「喜ぶ 、'にこ
にこする」等の間には,こ の性格の違いが認められる。
10.接尾語 の機 能
以上見 てきたよ うに,話 し手 を中心に表 現性 を考えてい くばあい,形 容
詞 と動詞 との 間に}まま った く異な る性 質が認め られる。 一般 の文 法論 では
これ を用言 として一括 し,活 用の違いにばか りその差 を強調す る傾向が あ
るが,こ れでは 目本語教育の現場にはあま り役 立たない。 ～てフォームは
「うれ しくて一喜 んで」 だが,打 消形は 「うれ しくない一喜ば ない」だ,な
どと形式的な面のみをお さえて事 たれ りと考え る と,目 本語 に不慣 れな外
国人は,「私はあの ときとて も喜びま した。」 な どと言 った りす るよ うにな
る。
形容詞 は言語主体 の主観的感情の吐露 ない し認知 であ るか ら,あ くまで
自己表 現 と して使われ る。 「うれ しい」 とい う言い切Pの 形 は ほかな らぬ
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「私 は うれ しい し であ 妙 「あなたは うれ しい～」であ る。 これ を第3者 表 現
にかえる ときは,.「彼は うれ しいのだ。」 のよ うに体言 「の」 を介 して客観
.的叙述に転化 させ るか,「彼は うれ しが ってい る。」 のよ うに接尾語 「酎が
る」によ って動詞化 しなければな らない。 よ く外 国人 に 「ぽ く国へ帰 りた
が ってる。」な どとい うのがいるが,こ れな ど 「～が る」に対す る 誤用例
と言 えるだ ろ う。
動詞 は客観的判断の語 ゆえ,第3者 として客観的 にはあ くす る働 きをも
つ。 「～がる」 による動 詞化 によらて,せ つな的 ・超時 間的 感情 か ら,作 用
行為の持続に対する 判断へ と転化す る。 「おか しが欲 しい一 おか しを欲
叉
しが る/父 の死が悲 しい一 父の死 を悲 しがる」等,い ずれ も行為主体 の
交替 と時的観念 の転化 がな されている。 そ して,こ の よ うな品詞問 の表現
性 の 違 い に 対 して橋 わた しをなすのが,接 尾語 の本質 的機能 と考え られ
る。(*体言に付 く 「さま/た ち/ど も」 などは文法 に関係を もたない。語
構成上 ・意味上か ら問題 とすべき要素 であ る。〉次 に例 を挙げてお く。
「形容詞 → 動詞」の接尾語
一がる(悲しい → 悲 しが るンけむたい → けむたが る)阿む(悲 しい → 悲
しむ)
「動詞 → 形容詞」 の接尾語
一たい(くす ぐる → ぐす ぐったい,じ れ る → じれ ったい)一 しい(疑 う
→ 疑わ しい,腹 立つ → 腹立た しい)一ぽい(おこる → お こ りっぽ い,し
める → しめっぽい)～ がたい(捨 てる → 捨 てがたい,言 う→ 言 いがた
い)～に くい(話す → 話 しにくい,言 う→ 言い に くい)～が ま しい(お し
つ ける → お しつ けがま しい,催 促す る → 催促が ま しい)
「形容動詞 → 動詞」 の接尾語
～が る(いやだ → いや がる,迷惑だ → 迷惑 がる〉
動詞に 「たい」を付 けて形容詞化 し,「がる」を付 けて再び動詞化す る用
法 もある。
食べ る → 食べ たい → 食べたが る
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11、 「て い る 」 と 「て あ る 」 の 意 味
動詞 に補助動詞 を付 けて状懇 を表わすばあいがある。 た とえば 「あの人
は田中 さんに似 ている。/電灯がついてい る。/花がいけてあ る。」のよ うに
「動詞+て い る/て ある」 の形 には,状 態 を叙述す る例が多い。
「～てい る,～ てあ る」の分類
～ を
?
?
?
?
〜
A.
この形式は行為行動の主体者 が多 く入 間である。いわぱ有意志性の行為
の継続 ・進行 とい える。ただ し,「ラジオが音楽 を流 してい る。」の よ うな
例 もあるが,こ れ とて背後 に人間が存 在す ることに変 わ りはない。 この行
為主体で ある人物 が主語 として文 中に現 われ るか,さ もなければ文外に予
想 され るのである。 「(彼は)いま 日本語 を勉強 してい るよ。」
なお,擬 入的に 「月が青 い光 を投 げか けてい る。」 のよ うな 表現 を とる
こともあるが,こ れは1種 め表現技巧であ る。
また,や は り無意志性の行為を表 わす もの として,「疲 労の色 を見せて い
る。」の よ うな言い方 もあるが,こ れ は本来 「疲労 の色が見 えている。」 の
ように 自動詞 を使って話 し手 の立場か ら表 現す るのが,自 然な 日本語 の発
想である。
A7・～他動詞 ・てし》る(平常の行為 完了 した行 為)
A形 式が二次的な意味 として,経験ずみ の行為 を表 わす こ とが ある。 こ
れ は平常行 なってい る行為,も しくはす でに完了 してい る行為 を表 わす。
「彼はいつ もよ く勉強 してい るか ら,何 で もわか る。」 「その話 なら私 も
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・他動詞 ・てい る一A .窓 をあけてい る。一'一続継 ・進 行
一 B・ 雨が降 ってい る,一・
自動詞 ・てい る一 一C,山 がそびえてい る。一状態 を表わす
一u窓 があいている・一咋 用の結果暖 存
・他動詞 ・て ある一E.窓 があけてある。一
Bは 継続動作動詞,Cは 状態 を帯び る意味の動詞,Dは 瞬問動 ・
作 動詞
～を ・他動詞 ・ている(継続 ・進行)
も う聞いてい る。」
この種の言い方 には,「 食 べてい る,飲 んでい る,見 ている,知 ってい
る,読 んでい る,勉 強 してい る,復 習 してい る」 等があ り,「いつ も,し
ょっち ゅう,毎 町 も う,す でに,前 か ら」等の語が しば しば現 われ る。
しか もyを 格 をとるば あいは,い た って少ない。
B,～ が ・自動詞 ・てい る(継続 ・進行〉
この形式 は自動詞 の継続動作動詞に 「てい る」の付いた もので,行 為 ・
作用が ある時 間継続 してい るもの として とらえた言 い方であ る。人間の行
為 にも,事 物 ・自然の作用 にも用い られ る。Aと・Bは いわゆ る進行形 に
相 当す る言 い方 で一ツツアルの意 を帯び る。
C・ ～が ・自動詞 ・ている(伏態)
この形式 は 状態 を帯び る意味の動詞に 「てい る」の付いた もの である。
この種 の動詞 はいつも 「一てい る」の形で用い られ る。
なお,「茶色い髪 をしてい る。」 の よ うに,「 す る」が動作 ではな く 状態
の意 で用 い られ る ときには,こ のC形 式の用法 となる。 この例 とつ ぎの
傷ぜとを比較 され たいp
彼 はいま仕 事を している。(継続 ・進 行)
す なわ ち 「茶色 い髪 を している。/かわい い顔 を している。」等 の 「す る」
は 自動詞 ζ考 えるべきであ り,そ の点では
いいにおいがするp/している。
の 「す る」 も 自動詞 であるが,「髪 を している」 はいつ も 「一を してい る」
の形で用 い られる 状態を帯 ぴる 意 味の動詞 であ り,「においがす る」 のほ
うは 自動 の継続 動作動詞 である。 したが って 前者はC,後 者 はB形 式 と
考え られ る.こ れ らはいずれ も自動詞ゆえ,「い いにおいが してある。」 と
か ㌧ ・茶色い髪 を して ある。■ とは言え ない。 「…においに してあ る。」 「…
髪 に してある」 とは言 えるが,・これは後で述べるE形 式 で,「する」 は状
態を表 わす特殊 な他動詞 と考 えたい。そ こで,次 の4例 の意味 を比較 され
たい。
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(彼はいま)仕事をしている.__A,継 続 ・進行
(このへや)はいいにおいがしている。__B.継 続
(香水 は)いいにおいをしている。 一一C・ 状態
(この石けんはよく売れるように)
いいにおいにしてある。 ……E・ 行為の結果の現存
D・ ～が ・自動詞 ・ている(作用の結果の現存)
この形式は瞬閥動作動詞に 「ている」の付いたものである。生起 した作
用 ・行為の完了した状態の現存を表わす。ある作用行為が完了 したその瞬
問を,時 問を無視 してとらえた表現ゆえ,結 果的には,そ の瞬問の状態は
持続性をもつといえる。この形式に用いる動詞が,
犬が死んでいる。/彼は結婚 している。
の「死ぬ,結婚する」のように対立する他動詞をもたない ばあいは問題
ないが,「あく一あける./つく一つける/決まる一決める」のように 自他
の対立をもつ動詞のときは,し ば しぱ次に述べるE形 式と意昧上混同を
起こす。
窓があいている。一 窓があけてある。
電気がついている。一 電気がつけてある。
両者の意味の差異を適確にはあくしてお く必要がある。
E・ 一が ・他動詞 ・てある(行為の結果の現存)
この形式は他動の継続動作動詞に 「てある」の付いたものである。だれ
かによって行なわれた行為の結果が現存の状態 として存在するという意味
を表わす。 行為の結果の現存である。この形式は,主 語に立つ物(または
人が)被動作物(被動作者)として扱われる。
花がいけてある。
いける行為を受けた対象は,主語の花である。この点が前のD形 式と
意味上異なる点であって・主語が受身的立場に立つということから,必ず
だれかによって ある状態にさせられてあるという有意志性の行為を示す。
それゆえこのE形 式は,だ れか人間の手によって行為が なされた状態を
予測する。次の例文なら,その窓はだれかがあけたのである、
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窓が あけて あるD… …E形 式
い っぽ うD形 式 は,た だ ある状 態にな ってい るとい う無意志性 の表 現
で,
窓があいてい る。__D形 式
は,風 に よってひ と りでにあいた状態 な どを予測す る。 この ことか ら,次
の例の ようなばあいには・話 し手の判断の差が表現形式 を左右す る。
死体 がぶ らさげてある。__E
死体 がぶ らさが ってい る。……D
・ Eは 他 殺,Dは 自殺 と判断 しての表現であ る。
E'「 他動詞 ・てあるJの 特殊用法(結果の蓄積)
E形 式 の中には,つ ぎのよ うな特殊 なばあいが あるので注意 したい。
英語 なら,も う予習 してあるか らだい じ ょうぶ だ。
相手 の弱点は じ ゅうぶ ん研究 してある。
これ らは完 了 した動作の結果が成果 として蓄積 されてあ る こ と を 表 わ
す。 このばあい・必ず 行為 の主俸者 が存在 し,た とい文 面に現われ な くと
も,文 外に予想 され るのであ る。
(彼は)じゅ うぶ ん食べ てあるか ら,腹 がすかないの だろ う。
この ように行為 の主体者 が予想 され る文は結果の蓄積 となるので,
本が 読んであ る。 ……E・ 結果の現存
(私は〉本 を読 んで ある。__E7.結 果 の蓄積
の ように・ 同 じ 「読んであ るJで も・ 文型に よって意 味に相違 を きたす.
Eは 被動作物 「本』 が主語 となるが,E'の ばあいは主語 に行為の主体者
が立つの で・ 「本」 は主語 とな らない。 対象語 であ る。 助詞 も 「が」では
な く 「を、や 「は」 を とる。なお,こ のE'形 式 「～てあ る」 と 「飼てお
く」表現 とは 似 た意 畦あいを持つので 注意 したい。(……部 に適当な言 葉
を入れて文を完成せ よ。)
予防注射 をしてお くか ら,.甲_,
予防注射 をしてあ るか ら》,_.
予防注射を しておいたか ら,__
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予防注 射を して あったから,・
12.rている」rてある」用法 の整理
「てい る」 「てある」 の使い方 を,自 動詞 ・他動詞 と格助詞 「が」「を」と
の開係 か ら整理 する と,次 のよ うになる。
自動詞 → が ～てい るB,C,D形 式
他動言司一{謡 震目 、倉隆
1)自 動詞には 一てあ る 用法 は原則 として存 在 しない。・「いや ってい うほ
ど眠 って あるか ら,2・3日徹夜 してもだい じょ うぶだ。」 な どは例外 中の例
外 である。
また,「ある,い る」は 自動詞だが,「あ ってい る」 とか 「いている」 と
は言わない。 だいたい7泳 げる,若 す ぎる」等の状態動詞(存 在詞 も含 め
て)は 「～てい る,～ てある」 の付かぬ ものが多い。 もち ろん 「よ く書け
ている。」 「うま くで きてい る。」な どの 例 もあ る。(*これ らは 「書 き上が
る」「でき上が る」の意味 として用い るばあいに限る。)
2)他 動詞 は 「を」の ときは 「てい る」,「が」の ときは 「てあ る」 を用い
る。 しか し,「持つ」は他動詞であ っても 「～が持 ってある」 とは 言え な
い。「持 つ」 とい う他動詞 は本来状態 を示す語であ って,～ てあ る〔E形式)
のような作用 の結 果を示す言 い方 は 意味的に不可能なので ある。 さらに,
注意せねばな らぬのは,「持 つ」 に
① 手にぶ らさげ る。 かか える。 ② 所持 してい る。
の2つ の意味があるが,「彼 はかばん を持 ってい る。」 は①の動作動詞 の意
か,② の状態動詞の意か,こ れだけではさだか でない。 また,② の意で,
彼は兄弟 を3人 持 っている。
な どとは言わ ない。
彼 は兄弟が3入 ある。1いる。
と言 うのが 自然 な 日本語 である。
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3)他 動詞 が 「一てある」表現を とるときは 「が～てある」 を標準 的な言
い 方 とす るが,最 近 は 「を解てあ る」 を用い る者 も多い.
窓があ けてあ る。 → 窓 をあ けて ある。
さらが並ぺてある。一→ さらを並べ てある.
花 がい けてあ る。一 → 花 をい けてある。
水が用意 してあ る。一 → 水 を用意 してある。
の類であ る。 紅だ し,
水が飲 んで ある。一 〉水を飲 んである。
.な どとはまず言 わない し,「始める」 な どは,
授 業が始めてあ る。→ 授業 を始 めてある。
どちらも言 わない。 このばあいにはD形 式 の 自動詞 を用いて,「授業が始
ま ってい る。」 と表現す るのが 自然な 日本語である。
自動詞 「終わ る」目に対応す る他動詞 に 「終え る/終 わ る=の2つ が考え
られ る。 そ のた め,「 ～が終わってい る/～ を終えてい る1～ を終わ って
い る/～ が終えてあ る」 等数種の言 い方 が成 り立つが,「 ～を終わ ってあ
る」 とは言 わない ようである。
13。 「て い る 」 「て あ る 」 の 対 応
「窓があい てい る一 窓があけてあ るJの よ うに 自他の対応 を もつ 動詞
は よいが,自 動詞 を欠 くばあいには,他 動詞 を受動態に して,一 てい る表
現 を行 なってい る。
書いて ある一書かれてい る/飼 ってある一飼われて い る!磨 い て あ
る一磨かれてい る/植 えてある一・一植 え られてい る,植 わ ってい る/い け
てある一い けられているナいか ってい る
の類がそれ で,こ の受動表現 をとるこ とによ り一般的な事実 となる。 それ
が逆 に,一 般性 を要求す る公 的文章や普遍的事実の描 写には,こ とさらに
この受動表現 をとるのが一般 とな ってい る。
昔か らそ う言 われている。、1序文 にそ う述べ られてい る。/_する も の
と見 られてい る。/日本は海に囲まれている。
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この種の言 い方は,日 本語教育 の うえで特 に注意すべ き面 であ る。
なお,「 買 って ある一買われてい る!頼 んであ る一頼 まれ て い る4の よ
うに,意 味に差 の生ず るばあい も多いので注意 したい。
14・補助動詞の役割
以上見てきたよ うに 「てい る,て あ る」 が付 くと,動 作 を しなが ら,あ
るいは動作を した結 果が現 にその状態 にあ る とい 弘 動作 な ら持続 中,作
用 なら継続中,状 態 な ら存続 中(現存 中)とい う現実性 ・具体性が加わ って
くる。 「生 きる一 生 きてい る」において,「 生 きる」 は 「生 きるか死ぬか,
生 きるか生 きないか」 とい う概念 的な意味 しか もたないが,「生 きてい る」
となると,現 に生存 を保つ状態が持続 しているご とを示す。つま り 「現 に」
とい う具体 的な動作 ・作用 ・状怨 を叙述す る仕事が補助動詞 の役割 とも言
え よ う。英語 な ら進行形 を用い るところであ る。
日本語は,動 詞 自体 をなまで用 いる と,表現 され る意味は概念 的 とな る。
「ぼ くは食べ る。」 は現在食べてい るのではない。食べ るか食べ ないか にお
い て,「食べ る」 とい う概 念的意味を有す るにす ぎない。「食べてい る,食
べ て くる・食べ てい.く・食べてみ る・食 べてお く・食べ て しま う,食 べ て
ある」 等,補 助動詞 を付 けるこどによ り具体性 が加 わ って くる。 目本語 で
は,
彼はむこ うへ走 る。1私とともにか さを携 える。1赤い顔 に見え る。
・な どとは言'わない。
彼は走ってい く。1かさを持 ってい く。1赤い顔 をしている。
等 と表 現するのが 自然 な言い方であ る。
15.「 て い く,て く る」 と 「に い く,に く る 」
補助動詞は,話 し手 を中心に,対 象 との関係性 を動詞 に与え,そ れ ゆえ
その動詞σ)表わす概念 に具体性 を付与す る。「てい く,て くる」は本来話 し
手 を中心に,話 し手側へ の接近 と離 反 との意 をそえ る。
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a・ タバ コを1個 買 ってい った。
b、 タバ コを1個 買 っきた。
行為の主体者 を3人 称 としたばあい,話 し手の位置 は(そ れ はこの表現 の
揚 面であ るが),aはタバ コ屋,bは それ以外の場所 と考 え られ る。これ と,
目的 を表わす助詞 「に」 を伴 う 「にい く,に くる」の例,
c・タバコを1個 買い にい った。
d.タ バ コを1個 買い にきた。
と対比する と,話 し手 の位置 関係は,cはbと,dはaと 一 致す る。 さ
らに話 し手 と彼 との位 置関係を考 えるに 「くる」 を用い るb・dは 両人が
同 じ揚所 に,「い く」 を用い るa・cは 別 々の場所に位置 してい るこ とがわ
か る.こ のよ うな表現において,そ こに提示 され る揚面が どこで,話 し手
と行為主体 との位置関係 を正 しく理 解す る とい うこ とは,か な り高 度の 日
本語力 を必要 とす る。
16.移動 を表わす1て い く,て くる」
「～てい く,～ て くる、に は,1・ 移動!生を表わす もの と,2.変 化 を表
わす もの とがある。移 動性 を表わすばあい,問 題 とな るのは,先 行 す る動
詞 と 「て」 に続 く 「い く,く る」 との意味調係 である。
a・動作 ・行為の順 次性 を表わす
これ は 「ご飯 を食べでい く`の よ うに,食 べ てそれ か ら行 くとい う動作
の順次性 を表 わすばあいで ある。 動作主はふ つ う人または動物 で あ るが,
人 によって動か され るもの
「トラ ックが積荷 を落 としてい った。」や
「そよ風 が木 の葉 をゆ らしてい った。」
の ような 自然現象の例 もあ る。
「タバ コを買 って行 こ う。`とい うばあい,こ こで買 うとも,途 中で買 う
ともとれ る。順 次性 は動f乍や行為 の場面 に注意す る要が ある。
b、 平行 してお こな うことを表わす
「子供 を連 れてい く,J「荷物 を持 ってい く。」の よ うに,2つ の行為が平
_17_
行 して1司時 に行 なわれ るばあいであ る。 これも多 くは 有意志性 の行為 で。
入や生物 に用い られ る。
C.移 動す るときの状態 を表わす
「走 って くる,乗 って くる,眠 ってい く,坐 ってい く」の よ うに・.行く・
来 る動作が どんな手段や状態 のもとに 行なわれ るかを示す ばあいで ある。
これは眠 りなが ら行 くの 「なが ら」の意である。
さて,日 本語 におい ては 「彼は あちらへ走 る。」 な どとは言わ ない。 「走
ってい く」 と表現す る、 原形 「走 る」 には具体性がないので,「 あち らへ
走 る/こ ち らへ走る」 では,
「あなたは どちらへ走 りますか ⊇」 「私はあち らへ走 ります 。」
のような概念的意味に しか使えない。具体性 を与 えるた めには,話 レ手の
立揚において遠 ざかる とき 「走 ってい く」,近づ くとき 「走 って くる」 と}
「てい く ・て くる」表現 によ らねば な らぬ。
d.複 合 して1つ の動作 ・作 用 を表わす
話 し手の立場において動作 ・作用 をとらえてい くとい うこ とは,次 の例
につい ても言え る。
帰 ってい く,尋 ね て くる,引 き上 げてい く,(家に)やって くる,(電
話を)かけて くる,伝 わ って くる,落 ちて くる
帰る行 為は すなわち 「ここか ら行 く」「ここへ来 る」行為 そのもの なの
で ある。「帰 る,帰 った」 と 「帰 ってい く/～ い った/～ くる1～ きた」で
は表現の意識 に相違 がある。
e.時 間的継続 を表わす
「い く,く る」 との複合動作 を表わす形式には,「暮 ら してい く,や って
い く(生活 するの意)」のよ うに,時 閻的な行為行動 を示す例が ある。 これ
は
き ょうまで ど うにか暮 らして きた。
これか らど うや って暮 らしてい くか__
の ように,話 し手の現在の時点 を中心に とらえているわけである。
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時間は だん だんた ってい った。/今後 どうや って食 って い こ うか⊇/き
ょうまでず っと ばか にされ てきた。1長年慣れて きた仕 事。/危い 世渡 り
をしてきたものだ。
等になる と 「一つづ ける,～ つづ けた」 とい う継続 の意 を表 わす よ うにな
る。
i7.変化 を表わす 「一てい く,て くる」
染ま ってい く,消 えてい く,(赤味 を)帯ぴ てくる,(病気 が悪 く)なって
い く,(夜が)明けて くる,疲 れ て くる,腐 ってくる,汚 れて くる
これ らは,あ る状 態か ら別 の状態へ と変化す る過程 を具 体的 にと らえた
表現 であ る。「夜 がだんだん明ける」の意 で 「明けてい く,明 けて くる」と
表現 した ものであ り,「明けつつある」 とい う進行形の意を帯び る。 しか
も,話 し手の立つ時点か ら見て,そ の変化が時間的に接近 して くるばあい
「てくる」を,遼 ざか ってい くぱあい 「てい く」 を用いる。 このこ とか ら
「～て くる」 は 「一 し始める」 とい う変化 の開始 の意 を,「剖てい く」 は変
化の進行 の意 を表わす ことになる。
夜が明けて くる=夜 がだんだん明 け始 める
夜が明けてい く=夜 明けが どん どん進行す る
「月てくる」は 対象が話 し手 の時点に
向かって くる気分を表わす ところから,
言語主体に直接深い関係を もつ事 が ら
(たとえば利害をもつ事が らなど)に対し
て主観的にとらえ叙述するという意識が
働 く。
私はしだいに疲れてきた。
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「てい く」は対象が話 し手の時点から遠ざかっていく気分を表わすとこ
ろから,言語主体に直接関係のない事がらに対して客観的に眺める立場と
い う意識が働 く。ひとごととして叙述する気分がある。
彼はしだいに疲れていった。
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このことか ら 「～て くる」にはまだ話 し手が自己の力でくい とめ られ
る,受けとめの可能な時点に向かって くる意識が生まれる。
病気は悪 くなってきた。(悪化の開始)
「一てい く」にはもはやそれが無理な段階にかかっている意識があ り,手
おくれの段階へ と進行する気分を表わす。
病気は悪 くなっていった、(悪化の進行)
このような変化のしかたの過程に対するはあ くも,話 し手の主体的立場
いかんによってお り,「ていく,て くる」の選択も決定される。
継続 ・開始 ・進行を表わす 「いく,くる」を,そ の他の用法から切 り離
して,特 にこれのみを補助動詞 と考える立場もある。事実これらの用法は
自然発生的な現象のばあいに限られ,無意志性の作用にのみ現われる。(そ
れゆえ,この用法をもつ動詞には有意志性を具現する 「～てみる」の言い
方の困難なものが多い。〉人や事物の揚所的移動を表わさない,時 間的経過
を表わす とい う違いはあるにしても,話 し手を中心にした作用 ・作為とい
う点で,特 に両者を分ける必要はないように思 う。
18,む す び
以上述べてきたように,一 口に動作 ・状態を表わす言い方といっても種
寿あ 弘 しかもそれらの言い方には,行 為 ・状態の主体者によ弘 また対
象に対する話 し手の立場の相違により・それぞれに異なる形式をとり・異
なる意識を働かせる。だれが何をするのか⊇ どんな状態にあるのか⊇ そ
れを表現者は どんな意識でとらえるのか7表 現者と対象 との位置的関係
はP等 によって微妙な使い分けがなされる。 これらの諸条件を頭におい
て適確な表現を行なわせ,正 しく理解させてい くことは,日本諾教育者の
常に心がけねばならぬ点である。日本語らしい具体性のある表現に習熟さ
せるため,まず教授者 自身が動作 ・状態を表わす言い方の発想法や表現形
式を整理 して,それぞれの使い方や意味するものをじゅうぶん理解 してお
く必要があるのである。
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そこで次に,参 考までに,意 昧対立の面で特異性のある形容詞 ・動詞 ・
形容動詞ク)各表現形式の例を表にまとめておく。各言い方を用いて作文 し
た 窮 それぞれの意味 ・用法の相違を考えたりす ることは,教師側にとっ
て勉強になると思 う。また,他 の形容詞や動詞をこれに当てはめて一覧表
を作ってみるのもためになると思 う。
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